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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 

分担研究報告書（令和元年度） 

 

潰瘍性大腸炎に対する大腸カプセル内視鏡の有用性とアトラス作成の試み 

 

研究分担者 緒方晴彦 慶應義塾大学医学部内視鏡センター 教授  

研究協力者 細江直樹 慶應義塾大学医学部内視鏡センター 准教授  

研究協力者 長沼 誠 慶應義塾大学医学部消化器内科 准教授 

 

研究要旨：多施設共同により、UC患者に対し、大腸内視鏡と大腸カプセル内視鏡を同日に行い、大腸

炎症所見を比較し、カプセル内視鏡アトラスを作成し、広く公表することを第一の目的とし、さらに

大腸カプセル内視鏡による炎症度評価スコアを作成することも目的とする研究を行った。炎症度評価

スコアの論文を作成し公表した。さらに Validation 研究を立案した 

共同研究者 

金井隆典（慶應義塾大学消化器内科）、渡辺守

（東京医科歯科大学）、遠藤豊、吉田篤史、上野

文昭（大船中央病院）、小林拓、中野雅、日比紀

文（北里大学北里研究所病院）、松岡克善、竹内

健、鈴木康夫（東邦大学医療センター佐倉病院

消化器内科） 

A. 研究目的 

潰瘍性大腸炎（Ulcerative Colitis: UC）

は、大腸にびらんや潰瘍を形成する原因不明

の炎症性腸疾患である。UC の診断は、大腸

内視鏡(ColonoScopy: CS)や注腸 X線造影を

行って、びまん性に拡がる腸病変の性状や程

度、罹患範囲などを確認する。カプセル内視

鏡（Capsule EndoScopy: CE）は非侵襲的に

腸粘膜の観察が可能であり、本邦では第 2世

代の大腸用 CE（CCE-2、商品名 PillCam 

COLON 2 カプセル）が 2013 年 7 月に厚生労

働省より承認された。CCE-2 の有用性は大腸

ポリープに対しては示されているが、UC に

対しては国内外で少数例の研究に限られてい

る。そこで本研究の目的は、多施設共同によ

り、UC 患者に対し、CSと CCE-2 を同時に行

い、大腸炎症所見を比較し、カプセル内視鏡

アトラスを作成し、広く公表することを第一

の目的とし、さらに CCE-2 による炎症度評価

スコアを作成することも目的とする。 

 

B. 研究方法 

本研究は、北里大学北里研究所病院炎症性腸

疾患先進治療センター、東京医科歯科大学消

化器内科、東邦大学医療センター佐倉病院消

化器内科、大船中央病院で行われる多施設共

同研究である。UC患者を対象に CCE-2 及び

CS を実施し、画像を収集する。検査当日は

CCE-2 を先行して実施し、同日に CS を実施

するが、CS では可能な限り全大腸を観察す

る。40 例の CCE-2 画像および CS 画像からア

トラス作成に必要な画像所見をピックアップ

し、アトラスを作成する。さらに CCE-2 によ

る炎症度評価スコアを作成する。 

（倫理面への配慮） 

本研究は各施設の倫理委員会の承認の後に研

究を行う。個人情報の保護にも十分に配慮

し、各施設間のデータのやり取りには匿名化

情報を用いる。 

 

C. 研究結果 

平成 28 年度に、第一段階 40例の画像収集が

終了、CCE-2 ビデオから判定した重症度スコ
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アの項目の重みづけ、採用項目の統計学的な

解析が終了し、スコアが完成した。カプセル

内視鏡アトラスについては、「大腸カプセル

内視鏡を用いた潰瘍性大腸炎内視鏡画像アト

ラス」が完成し、平成 30年 3 月に発刊し

た。平成 30 年度には、大腸カプセル内視鏡

による潰瘍性大腸炎重症度評価スコアを論文

化し公表した。本年度はこのスコアを使用し

た。本年度は他施設による Validation 研究

を立案した。 

 

D. 考察 

大腸カプセル内視鏡スコアを英文誌に公表

し、Validation 研究の立案まで行った。 

 

E. 結論 

大腸カプセル内視鏡スコアを英文誌に公表

し、Validation 研究の立案まで行った。引

き続きこの研究を継続する。 

 

F. 健康危険情報 

なし。本研究に起因する有害事象を認めず。 
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H. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 

 


